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問
　
行
財
政
改
革
は
、
業
務
の
民

間
化
等
に
よ
り
経
費
の
節
減
に
努
め

る
一
方
で
、
弱
者
保
護
も
求
め
ら
れ

る
が
、
本
市
の
基
本
的
姿
勢
は
。�

  

答
　
同
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ

ば
経
費
の
安
い
方
が
良
い
が
、
弱
者

保
護
の
視
点
は
必
要
だ
。
生
活
保
護

等
を
含
め
経
済
的
弱
者
へ
の
施
策
は

公
費
で
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ

の
た
め
他
分
野
か
ら
の
資
源
配
分
の

強
化
が
必
要
な
こ
と
か
ら
他
部
門
の

合
理
化
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。�

���

　
問
　
本
市
ご
み
焼
却
施
設
で
産
業

廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
が
、
チ
ェ
ッ

ク
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。�

  

答
　
事
業
者
か
ら
事
前
に
種
類
・

量
・
処
理
方
法
等
に
つ
き
資
料
を
提

出
さ
せ
、
搬
入
の
際
は
計
量
時
に
廃

棄
物
管
理
票
で
内
容
を
確
認
し
、
専

用
の
投
入
口
を
指
定
す
る
と
と
も
に

展
開
検
査
を
適
時
行
い
、
安
全
で
安

定
し
た
施
設
の
運
転
維
持
の
た
め
受

け
入
れ
基
準
を
厳
守
さ
せ
る
。�

���

　
問
　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
国
体
に
比
べ
ア
ピ
ー
ル
度
が
薄
い

が
、
平
成
17
年
開
催
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

は
。�

  

答
　
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
紙
等
で
の

Ｐ
Ｒ
や
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
と
県
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
と
の
交
流
会
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体

験
コ
ー
ナ
ー
設
置
等
の
工
夫
に
よ
り

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
学
校

観
戦
な
ど
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
来

場
い
た
だ
け
る
よ
う
各
種
団
体
や
関

係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
の
活
用
方
針

が
示
さ
れ
た
が
①
公
共
施
設
に
先
行

し
て
整
備
す
る
商
業
的
娯
楽
施
設
の

内
容
は
②
事
業
実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。�

  　
答
　
①
提
言
書
に
も
例
示
さ
れ
た

ス
ー
パ
ー
銭
湯
や
シ
ネ
コ
ン
等
も
含

め
話
題
性
・
集
客
性
が
高
い
魅
力
的

な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
の
娯
楽
性
を
持

つ
施
設
を
考
え
て
い
る
②
総
合
政
策

審
議
会
に
諮
り
、
議
会
で
の
議
論
も

経
て
、
平
成
17
年
度
を
目
途
に
民
間

事
業
者
を
公
募
す
る
事
業
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
実
施
し
た
い
。�

�������������������

　
問
　
平
成
17
年
は
戦
後
六
十
年
の

節
目
だ
が
①
市
内
の
戦
争
・
戦
災
遺

跡
を
調
査
し
保
存
を
②
戦
没
者
名
簿

の
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
公

開
と
石
山
公
園
へ
の
礎
の
設
置
を
。�

　
答
　
①
過
去
を
認
識
し
保
存
す
る

こ
と
は
必
要
と
考
え
る
が
、
保
存
す

べ
き
遺
跡
は
、
文
化
的
価
値
や
地
域

の
声
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
中

で
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
②
名
簿
の
公
開
は
検
討
中
だ
が
、

礎
の
設
置
は
遺
族
等
幅
広
い
市
民
か

ら
の
盛
り
上
が
り
も
必
要
と
考
え
る
。�

���

　
問
　
苫
田
ダ
ム
か
ら
の
受
水
に
つ

い
て
、
必
要
な
水
量
だ
け
の
受
水
で

済
む
よ
う
に
広
域
水
道
企
業
団
条
例

の
変
更
を
県
に
求
め
て
は
。�

　
答
　
企
業
団
か
ら
は
規
定
の
整
備

を
進
め
る
と
聞
い
て
い
る
。
平
成
17

年
度
か
ら
増
量
と
な
る
受
水
は
、
条

例
で
定
め
ら
れ
た
責
任
水
量
で
、
本

市
浄
水
場
の
稼
働
率
が
一
〇
〇
％
を

超
え
て
い
る
中
で
、
地
下
水
源
の
温

存
、
小
規
模
水
源
の
代
替
等
か
ら
必

要
な
水
量
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

必
要
な
水
量
の
み
を
受
水
の
予
定
だ
。�

���

　
問
　
分
裂
状
態
の
部
落
解
放
同
盟

岡
山
支
部
（
伊
澤
派
）
へ
の
補
助
金

執
行
を
止
め
、
合
わ
せ
て
制
度
の
見

直
し
を
。�

　
答
　
こ
れ
ま
で
運
動
団
体
に
対
し

て
団
体
補
助
金
を
交
付
し
て
き
た
が
、

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
平
成
17
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

厳
正
な
実
績
確
認
や
削
減
に
向
け
た

協
議
を
精
力
的
に
行
う
中
で
、
補
助

金
を
事
業
費
補
助
へ
切
り
替
え
る
こ

と
も
念
頭
に
検
討
し
た
い
。�

�������

　
問
　
本
市
の
政
令
市
移
行
は
困
難

な
状
況
だ
が
①
今
後
も
目
指
す
の
か

②
国
の
財
政
再
建
計
画
に
よ
る
政
令

市
へ
の
影
響
は
。�

�

�

�

�

い
し
じ�
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月
定
例
市
議
会
で
は
、
六
会
派
の
代
表

が
、
議
案
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
会
派
別
に
い
く
つ
か
を
取
り

上
げ
て
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。�
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弱
者
保
護
の
視
点
で
　
　
　

行
財
政
改
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を
�

産
業
廃
棄
物
の
焼
却
受
け
入
れ
　

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
確
立
を
�

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　

P
R
の
充
実
を
�

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
整
備
事
業
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年
度
民
間
事
業
者
を
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募
�
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後
六
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向
け
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り
組
み
�

同
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団
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補
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�
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要
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に
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�
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�
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